
じ
ょ
う
わ 

 
 
 

 

弘
法
大
師
御
影
供
ご
し
ょ
う
と
う 

弘
法
大
師 
空
海
（
く
う
か
い
）
様
は
、
今
よ
り 

千
百
六
十
五
年
前
の
三
月
二
十
一
日
午
前
六
時
に
、

入
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
時
、
弟
子
達
に
示
さ
れ

た
御
遺
告
二
十
五
ヶ
条
の
遺
言
状
に
よ
り
、
私
達

が
求
め
て
行
く
道
が
わ
か
り
ま
す
。
た
と
え
ば
、 

四
国
八
十
八
ヶ
所
を
、
遍
路
（
へ
ん
ろ
）
し
ま
す

の
も
、
「
私
に
逢
い
た
け
れ
ば
、
私
が
修
行
し
た
所

を 

訪
ね
な
さ
い
。
」
と
書
か
れ
て
い
る
こ
と
に
、

由
来
し
ま
す
。
お
大
師
様
を
慕
う
私
達
は
、
遍
路

を
し
て
、
お
大
師
様
に
お
会
い
す
る
こ
と
が
出
来

る
の
で
す
。
八
十
八
ヶ
所
を 

廻
り
ま
す
と
、
心
身

と
も
に 

壮
快
な
気
分
を
味
わ
う
事
が
出
来
ま
す
。 

金
剛
杖
を
力
に
十
一
日
間
を
遍
路
し
て
、
高
野
山

に
た
ど
り
着
い
た
時
に
は
、
同
行
二
人
（
お
大
師

様
と
二
人
）
の
信
仰
が
、
身
に
付
い
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
自
然
の
う
ち
に 

お
大
師
様
に
近

づ
き
感
謝
が
生
ま
れ
、
三
月
二
十
一
日
が
特
別
の

日
と
な
り
、
お
姿
を
掲
げ
て 

お
参
り
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
宝
寿
院
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
お
姿

の
掛
け
図
は
、
弘
法
大
師
ご
真
筆
と
箱
書
き
さ
れ

て
い
ま
す
。
春
分
の
日
に
は
、
光
明
殿
に
寺
宝
と

共
に 

お
ま
つ
り
い
た
し
ま
す
。
二
十
・
二
十
一
日

美
味
し
い
甘
酒
を 

接
待
い
た
し
ま
す
。 

宝
寿
院
歳
時
記 

二
月
の
半
ば
か
ら
「
春
が
来
た
な
あ
：
：
」
と
、

小
鳥
達
の
さ
え
ず
り
が
、
と
て
も
元
気
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。
楠
や
椋
の
木
の
て
っ
ぺ
ん
で
イ
カ
ル 

（
鵤
）
の
オ
ス
の
、
メ
ス
を
呼
ぶ
鳴
き
声
が
空
中

に
響
き
渡
っ
て
い
ま
す
。
里
山
の
広
葉
樹
で
冬
を

越
し
ま
す
。
ピ
ー
ピ
ー
フ
ピ
リ
リ
ー
と
、
雨
中
も

朝
か
ら
鳴
い
て
い
ま
す
。
き
っ
と
素
敵
な
お
嫁
さ

ん
に
逢
う
こ
と
で
し
ょ
う
。
ハ
ト
の
小
型
ぐ
ら
い

で
す
。
メ
ジ
ロ
や
キ
ビ
タ
キ
の
声
も
聞
こ
え
て
き

ま
す
。
今
年
も
又
カ
ラ
ス
が
、
巣
作
り
を
始
め
ま

し
た
。
竹
薮
で
は
、
名
も
知
ら
ぬ
小
鳥
達
が
、
愛

の
交
響
曲
を
演
奏
し
て
い
ま
す
。
聞
い
て
下
さ
い
。 

 
 

庭
で
は
福
寿
草
が
日
の
光
を
受
け
て
、
金
色
に

耀
き
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
芽
が
顔
を
出
し
ま
し
た
。 

       

桜 
  

    

写
経 

 
 

写
経
は 

誰
で
も
出
来
ま
す
。 

 
 
 
 

「
字
が
下
手
だ
か
ら 

イ
ヤ
。
」
と
言
う
声
を 

よ
く
聞
き
ま
す
が
、
一
字
を
写
す
度
に 

仏
様
が
生

ま
れ
ま
す
。
一
枚
の
用
紙
の
中
に
、
佛
様
の
世
界

を
作
っ
て
い
く
の
で
す
。
一
時
間
程
が 

目
安
で
す
。 

 
 

写
経
を
す
る
時
は
、
初
め
に
灯
明
と
線
香
を
あ

げ
、
し
ば
ら
く
静
か
に
目
を
閉
じ
ま
す
。
次
に
目

を
開
け
て 

用
紙
と
向
き
合
い 

般
若
心
経
を
と
な

え
た
後
、
丁
寧
に 

下
敷
き
の
字
を
写
し
ま
す
。
最

後
に
願
い
事
や
、
供
養
し
た
い
方
の
名
前
を
書
き

ま
す
。
い
よ
い
よ
完
成
で
す
。 

 
 

光
明
殿
の
寺
宝
に
囲
ま
れ
て 

写
経
を
す
る
時
、 

「
極
楽
（
ご
く
ら
く
）
っ
て 

こ
ん
な
感
じ
で
す
よ
。
」 

 
 

宝
寿
院
行
事
ご
案
内 

三
月 

二
十
・
二
十
一
日 

寺
宝
展
・
写
経
会 

 

四
月 

八
日 

（
甘
茶
）  

お
釈
迦
様 

降
誕
会 

 

五
月 

三
・
四
・
五 

日  

ス
タ
ン
プ
・
ラ
リ
ー        

          
 

 
ぼ
だ
い
樹 
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